
図書館からのお知らせ

「夏の朗読会」を開催
　「朗読紫苑の会」夏の朗読会を開催します。伊集院静／著「君のいた時間」より１篇、久住昌之／著「お

はぎと兵隊」（『おやつ』より）ほか、夏の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。

　文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参加してください。

日　時　７月16日㈰午後２時30分～（１時間30分程度）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室　　

定　員　40人（先着順）　

参加費　無料　　申し込み　不要　　実　演　朗読紫苑の会

問い合わせ　文化学習課　文化学習係（市民図書館）☎（921）4646

（921）4896

「七夕まつり」を開催
　地域文庫の皆さんや福岡こども短期大学の学生さんによる「七夕まつり」を開催します。家族で楽しい

ひとときを過ごしませんか。

日　時　７月15日㈯　受付：午前10時50分～／オープニングセレモニー：午前11時〜　

　　　　※各プログラム時間はチラシに掲載しています。

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　　

内　容　福岡こども短期大学による「たのしいわくわくステージ（着ぐるみ劇、ダンスなど）」・「つ

くってあそぼうコーナー（バルーンアートなど）」。地域文庫による「おはなしの部屋」では

人形劇「すいかのたね」・紙芝居など。赤ちゃんゆびのおはなし会もあります。

参加費　無料　　申し込み　不要　

小学生「ふれあい工作教室」受講生募集
　いろんな種類の毛糸を使って、かわいい小鳥を作ってみませんか。ビーズやフェルトなどで飾りをつけ

て、自分だけの作品を作りましょう。

日　時　７月25日㈫午前10時～正午

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室

定　員　16人　　参加費　無料　　

申込期間　７月４日㈫～20日㈭定員になり次第終了

申込方法　図書館カウンターまたは電話で住所・氏名・学年・電話番号を伝えてください。

　　　　　ファクスは不可です。

みんなの
としょかん●小説　渦の中へ（あさのあつこ／著）　おやごころ（畠中恵／著）　極楽征夷大将軍（垣

根涼介／著）　コメンテーター（奥田英朗／著）　白鶴亮翅（多和田葉子／著）　焼け野の

雉（梶よう子／著）　ローズマリーのあまき香り（島田荘司／著）　ペニー・レイン（小路幸

也／著）　赤い月の香り（千早茜／著）　時計泥棒と悪人たち（夕木春央／著）　ストロベ

リームーン（芥川なお／著）　ある犬の飼い主の一日（サンダー・コラールト／著）　過去

を売る男（ジョゼ・エドゥアルド・アグアルーザ／著）　

●随筆・詩などの文学　大伴旅人の帰京、路と和歌を重ねて辿る（菜畑健治／著）　日本

エッセイ小史（酒井順子／著）　天神さんが晴れなら（澤田瞳子／著）　俳句ミーツ短歌

（堀田季何／著）

●その他の本　尾瀬奇跡の大自然（大山昌克／著）　炊き込みベジごはん（市瀬悦子／

著）　庭時間が愉しくなる雑草の事典（森昭彦／著）　ビジュアル版江戸文化入門（深光富

士男／著）　英国の幽霊城ミステリー（織守きょうや／文）　齋藤孝の大人の教養図鑑（齋

藤孝／編）

『ある犬の飼い主の一日』
サンダー・コラールト

新潮社

『渦の中へ』
あさのあつこ
ＰＨＰ研究所

『尾瀬奇跡の大自然』
大山昌克

世界文化社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館
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金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで
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公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト

ル
バ
ナ
ー
に
は
『
郷
土
読
本
』
と
い
う

資
料
の
画
像
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
昭
和
12
年

(

１
９
３
７)

に
水
城

尋
常
高
等
小
学
校
が
教
材
と
し
て
作
成

し
た
も
の
で
す
。
前
年
、
同
校
は
福
岡

県
の
郷
土
教
育
研
究
指
定
校
に
選
ば
れ

て
お
り
、『
郷
土
読
本
』
は
そ
の
研
究

成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
『
郷

土
読
本
』
に
は
「
サ
ル
ヅ
カ
」
と
い
う

昔
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
城
村
に
住
む
夫
婦
の
家
で
飼

わ
れ
て
い
る
猿
が
、
夫
婦
の
留

守
中
、
見
様
見
真
似
で
赤
ん
坊

を
風
呂
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
誤
っ

て
熱
湯
に
つ
け
て
死
な
せ
て
し

ま
い
、
そ
の
罪
を
悔
い
て
自
害

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
と
こ

ろ
が
、『
郷
土
読
本
』
の
前
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
筑
前
の
伝
説
』

(
佐
々
木
滋
寛
編
、
昭
和
11
年
)
は
、「
猿

塚
」
を
岬
村
字
鐘
崎
(
現
・
宗
像
市
)

の
伝
説
と
し
て
お
り
、
伝
説
の
出
典
と

し
て
江
戸
時
代
の
井
原
西
鶴
の
奇
談
集

『
懐
硯
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
佐
々
木

滋
寛
に
は
昭
和
７
年
に
も
『
筑
前
伝
説

集
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、同
じ
「
猿
塚
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
太

宰
府
町
の
伝
説
と
し
て
い
ま
す
。
佐
々

木
は
『
懐
硯
』
巻
四
「
人
真
似
は
猿
の

行
水
」
と
い
う
話
を
翻
案
す
る
に
当
た

り
、
な
ぜ
一
方
は
太
宰
府
、
一
方
は
鐘

崎
の
伝
説
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
懐
硯
』
で
は
、
物
語
の
発
端
は
太
宰

府
の
里
と
明
確
で
す
が
、
そ
の
後
の
舞

台
及
び
猿
塚
の
所
在
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
地
名
を
記
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
佐
々
木
は
『
筑
前
伝
説
集
』
に
採
録

す
る
際
、
太
宰
府
付
近
の
「
或
る
村
」

の
話
と
仮
定
し
た
も
の
の
、
４
年
後
の

『
筑
前
の
伝
説
』
編
集
時
に
再
度

『
懐

硯
』
を

精

読

し
、「
鐘

崎
」

の
方
が
妥
当
と
考
え
直
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
も

か
く
こ
の
改
訂
に
よ
り
、
太
宰

府
の
「
猿
塚
」
は
鐘
崎
へ
と
移

動
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

『
郷
土
読
本
』
の
担
当
者
は
、

昭
和
７
年
の
『
筑
前
伝
説
集
』

の
方
を
参
照
し
、
太
宰
府
の
伝

説
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
「
猿
塚
」

を
採
用
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
『
郷
土

読
本
』
へ
の
収
録
に
際
し
「
或
る
村
」

の
部
分
に
「
水
城
村
」
を
当
て
は
め
、

小
学
１
年
生
の
読
み
物
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
内
容
へ
と
編
集
し
、
郷
土
教
育
教

材
と
し
て
の
「
サ
ル
ヅ
カ
」
を
誕
生
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
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